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静岡県安倍郡大河内村中部の地質(予報〉

工藤周一※ ・黒柳公治ム ・絵井孝友A

食従来の調査

建股省中部地方IltlR局静岡工事事務所司安倍川上流部砂防工事自責料 K

L τ.先年来 .安倍川上流流域の脳様 ・けい(渓}百:調査および地質調査

が行われてきた(4/(dl.本年はそれに引き絞き大河内村中部約 21K." <D調査
を行ったりで .報告する。調査は 19 5 9年夏 .延 20日間である。訟本

修一氏は.大河内村横山→大抵→其富士山Cl345m)→カザマキ校(

天神掩〉 ー〉平野へきEるルートマップ(61を 19 5 3年 .つくった。故小池清

氏はその遺稿(7)において .未公表論文に基つ〈地質図を発表され ，本地減

の南半分もそれに含まれている。本地域の南隣地域については .本地学教

室町 I~ 兄が . 卒業研究と L て取り上げてある。特に 1 958年度の鈴木忠

夫氏り研究は(8) 本地域。安倍川右岸を含む。

以上をまとめて言えることは .東を静岡 ・糸魚川僻造線によ，て切られ

るこの地域には.砂岩頁岩を主とする.厚い地向斜性堆積物自瀬戸川累庖

群〈古第三系〉主アルカリ玄武岩で代表される大井川層群〈新館三呆下部〉

が南北性の構造をもって存在する之い 5ことである。しか L，瀬戸川泉層

群について言えば化石もな<.僚式地とは岩相もやや異にする点から .瀬

戸川累回群より 一段古い地層ではないかとい 5問題もある。今回申調査で

は .これらり問題を飴ずるだけ町民料を得ていない。

調査を行うにあたっては .建殴省静岡工事事務所姻回設官に ，貰科目整

理にあたっては .静岡大学館島助教授に .御援助をいただいた。

会地 質

本地域の東限は .海抜 1.3 0 0 - 1. 4 0 0 mの高度をもっ ，安倍峠 ・十
そう

枚山 ・真富士山 ・奄爪山町山りょう(稜)が南北に走る【こり山り 主う町

東側を静岡 ・糸魚川構造組が切る。).西端は赤石山地 の前山である笹山

勘行峯 ・大目悼の山り£うり宜保である海抜 l.OOOmの二王山 ・見月 山
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が ，同じ〈陶北に延びている。これらの山りようにはさまれた地域町やや

蕗 よ りに .200m"，高度をもって安倍川が陶下 Lている。安倍川は縦谷

である。安倍川に流れ込む沢では.小規仮な ，必従谷と適従谷りくり返 L

がみられる(特に左岸}断層に関係 Lた地形は .天神掩が .断層線がい(

崖〉に生じたと思われる他に見あたらない。大局的に且て.本地械は .南

北性町地質構造に支配された南北性白地形と 首える。山地は険l....ん(峻〉

壮年湖町地形を示す(比高右倖で 6 70 m/ Kia 2 • 左婚で 600 m/ K( 2 ) 。

山頂平抱面D.V'高位段丘町平抱商を有する.

本地績の地熔は次町釦〈である@

e)段丘磁脳
、、ljノ
回債沖〉ー
-・・.. . . . 第四紀

d)大井川府群 ・・・ ・・・・・・・・ 新第三紀

c) 下村脳群×¥
l 瀬戸川泉層群

b)中平服群 x I 
/ ・古第三紀

a)上落合脂群/

(瀬戸川県脳群に陶 Lては.上下闘係は不敵定。×印は筆者ら白命名)

大井川脳群中には ，地層り僻成員としてのアルカ M玄武岩 ，酸性および

基性火砕岩がある。半深成火成活動~ l..ては，石英はん【斑〉岩.組面安

山岩 .ひん(扮〉岩.組副岩および粗粒玄武岩がある.いずれも.大井川胸

群堆積以後の活動であり.大井川島群中旬火山岩，火砕岩と共に熱水変成

作用をかなり受けている.

(61 
a) 上落合層群.鈴木忠夫氏自命名 。本地域町北西隅に卦布。主とし

て頁岩からなる。鈴木氏に よラて ，滝沢層群または市之搬層群に対比され

る.

b)中平周群Nikabiragrop (新称。鈴木氏町見月山層群)模式地 .

大河内村中平北択。砂岩を主とl...貰岩をはさむ.磁岩もある.定向は南

部 Eび中部で N250 - 35" W.北部でN50 _ 150 E 。傾斜は東へ傾〈

時は 600 .西へ傾〈時'1700 ，，- 800 0 

砂岩:新車字国は曹関色の砲粒砂岩。風化面は白~茶褐色。塊状でかたい.

鏡下では .大きさ形共に不ぞろい白角ばった石英粒 と小盆の斜長石からな
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る。貰鉄鉱り付着した部分 .偏平な頁岩E告が ，小1まないし多量入， τいる

部分がある。

際岩:砂岩中町偏平頁岩傑が.慰問に達するもの。 7 • 8..の石英粒も

部分的に入っている.

頁岩:黒色で風化 Lやすい。結板岩に近い。砂岩主互腐する場合.もっ

とも多いりが .砂岩 50聞に対 Lて 5cmぐらい.他に .1 0 cm ぐらいで互

庖する部分。 2.3IDで互屈する樋告とある。千枚岩化 Lている部分は .

厚さ 3 .4， cm長さ 15-20cmのレンズ状の黒色粗粒砂岩はさむ。(安倍

川沿いの道路.脳録 Lやすい.) 

上蕗告層群と の儲係.互胸漸移。

c)下村層群 (Dαrruragrop新称。僚式地.大河内村下村黒沢。〉頁

宕.砂頁互胞からなる。磁岩をはさむ.走向は南部でN15。~50W.

北部で N50 E or 50 W • 傾斜は東西共に 700- 90・e

頁岩:県色。大部分子枚岩化 Lている。レンズ状白色凝灰岩亙びレンズ状

石灰組をはさむ。諜灰宕は. 1 0 cm以下のも司が.何段もはさまれる部分

と .2.3IDのもりが.2枚ほどはさまれる都舟とがある。石灰岩は.大

河内村儲山八z沢りも白り延長主肱われるが .3m以下のレンズである。
石灰質ノジュールや石灰撃なども小盆ある.

砂桔:黒色でかたい細粒砂岩。頁岩と数冊。J!1.さで互加する。鏡下では

ややかくばった 1/4~1/62SO等粒の石英粒白みからなる ・届函に臨角

町節理があり .石英によって満たされる。この石英分泌脈は.砂岩をはさ

む頁岩中へは，ほとんど.伸びていない。

il!岩.黒沢中流に 2.5-3 m厚で存在する。他の沢では磁忽できなかっ

た.基質は黒色頁岩。官官は 3- 5cm (最大 20 cm)の亙角取。砂岩・謹告

花尉岩からなる。他に ， かっ(鵠〉色砂岩申丹磁を含む部分があ~ .泉沢

黒部沢で確認できた.

中平層群と白関係.安倍川をはさんでいるため.本地域だけでは.~量且

がりべられない。

岩相主膚序から天徳寺層群に対比する.

a)大井川層群。崩事担が少いため資料不足.アルカ U玄武岩とけっ(頁〉
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岩の他に .酸性Eび基性火砕掛からなる。 前者は前方で Lずはた ・大刷。

山をつ〈る。 後者は ，南方では且られ由が本地紙では .組粒玄武岩と共に

かなり J!:j.い部分を占める。はっきり Lた庖序関係は今後の捌査によること

に Lて，前者を 「大井川式の岩旭JlZ1.後者を「西八代型白岩層J(21註と

Lて区別する，

大井川式岩RIl. アノレカ ロ玄武岩が主で ，けつ岩が ，成層 Lてはさまれる。

枕状僻造はない転石の多いわりに .露出は少い.アル :hY玄武岩は緑補色

で ，細長い長石田はん 〈斑〕品が目立つ。気苦しをもっ部分があり.大体 ，

石英 ，沸石.*迫泥石で満たされている。 石基はガラス質。 けつ岩は .背県

色りものと .黒色で .白脈が不鋭則に入っているものとある。

商ノ1代型岩層:安倍川への転石は少いが .大井川胞群。大半をしめ .自

色火砕岩 .緑色火砕岩からなり .ひん lf削岩になっている部升もある。

白色火砕岩は .緑白色で ，青色町はん 【斑〉点をもっ。 変質した鉱物が点

在する組雑な接灰岩と斑状。石英 ・角閃石安山岩や担面宕をE書にもつ ，火山

操縦灰岩からなる。 結色火砕岩は陪緑色で .けい〈珪〉化 Lている。 けい

化 Lていない部分は玄武岩であることがわかる。

大井川崎群中にみられる火成岩。 a) 石英庖宕 ，背灰色町石器中に.

石英主アルカ"長石の斑品がある.転石からり観察では .敵性火砕岩中の

臨時主，巴われるふ Lもある。 b) 粗粒玄武岩 ，肉眼前にははんれい(斑耳暦〉

岩であるが .産状は ，アル :h リ玄武岩と密接に陶係 Lている. アルカリ長

石と変質 Lた有色鉱物からなる. c) ひん岩 .不均質。 アル :hり長石 .

斜長石からなる右越はガラス質。

e) 高位段丘E君臨。 (叡式地.大河内村平野竹ノ段。〉安倍川左岸におい

てりみ確認。 標高 600-S00m自問巴平担面をつ〈る .慎式地におい

て .厚さ 50m以上. Lかし.厚さは .所により不規制で .最大 1.50 m 

になるのではないかと恩われる。 僚式地では .基盤をなす大井川層群の頁

岩 とひん岩り凹凸に官む面の上に .急斜 Lた隠居がのる。 こ白鶴居は 50 

cmf'lどで租粒玄武岩 .陰性火砕岩町礁のみからなる。間隙は空いたままで

ある。 こり上に ，1mの単害凝灰質な粘土がのり .下町聖書胞と同質"-'J/i1が
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点在する.凸出 Lた隠は，ハンマーでたたかなくては，とれない。 ζ の上
てンし

には .凝灰質だが赤色白砂で充嘆された邸周が .20m(見かけ上)ほど

のり .こ白上にはじめて，水平な政局が-IU現する.そ の様胞は .貰色の粘

土を主体とL..磁層や砂胞をはさむ.礁はアルカり玄武岩・組粒玄武岩お

よび砂岩で.現在の安倍川の隠とあまり変っていない.

県西l沢中流にも磁屈があるが ，傾斜 Lているから周状地の名残りであろ

うと推定する。

また ，現河床医から数 10m白高さに .低位の段丘際周がある。礁を砂

胞が埋めている。
さ宮

これらの政胞を，富士川流成之比較すると高位段丘傑層ば続ノ回!:i'1層 . 
..1、ち

低位段丘磁府は岩槻段丘際局に対比できそうである.

本地岐における.顕著な断婦は .大井川府群と瀬戸川泉腐り伺を画する，

南北性の断胞である。これを大河内断周(0 kochi faul t )と名つける a

従来の制査では同周群の関係は不登合である13ll剖 しかL..本地績におい

て .阿告は島都沢でN10. W : 60・W .泉沢でNS:6S.W.桃ノ木沢
でNS:SO.Wの断回で接する。 1m内外の破砕*をもち ，小さい断層

が平行している。この断層は衝上断層であるが.断 !i1Q)西側は制戸川累層

群。千枚岩質頁岩であるため.侵蝕され.大井川層群の方が高くなっている.

til1悶。

会主 と め

a) 本地岐には南北性白構造をもっ瀬戸川泉胞群 .大井川層群と水平な

高位低位白段JT:際胞がある.

b)瀬戸川泉層群は，主として砂岩.頁岩からなり.大成活動および化

石を伴わない.

c) 大井川周群はアルカり玄武岩 ・磁性および基性火砕岩を主主L..い

わ中る「大井川式岩層と西八代式岩層JQ)共存がみられる.半深成火成活

動を伴う。化石は発見できない.

d) 瀬戸川J!¥周群 と大井川層群の関係は 街上断周である。
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e) 高位段丘礁周は~ノ日政局に対比する。低位段 F王様庖は岩淵段丘際

厨に対比する。

f)本地銭。崩壊。約 90 ~ゐは 瀬戸川累層群中におこる.索図は風化 L

やすい頁岩および砂頁互層という地質条件である.誘因は薮雨であるが.

崩壊傾斜角が急であることから.地震の影響も考えなく τはならない。大

井川層群中白崩主主は，叡状の浅い (50 cm以内〕り表層崩事耳が多い。段f王

様層にみられる腕!:!!は流水が原因をなす.断胞に伴う崩事産も多いが.沢に

まで進んで Lまっている(大井川層群中には進行状況のもりもある)。

1959.10 

会文 献

11 ) 静岡大学地学教室「静岡県白地質」静岡県 (1956)

(2) 棋山次郎「日本地方地質誌中部地方」靭産省宿主P.I01-143Cl958) 

13) 'J、出 博「山崩れー応用地質llJ古今おE奇形成遜笹(1956)

{生j 兼高靖之・鈴木隆夫 ・鈴木忠夫・中野二志男 ・中山 盛「安倍川上涜

地域地質制査」地学 Lずはた 15号 FP.ll- 16 (1 9 5 7l 

(5) 鈴木隆夫 ・鈴木忠夫 ・中山 監「安倍川上涜にみられる結氷凪穴につ

いて」地学 Lずはた 17号 FP.21-23 (1958) 

(6) 松本修一「其寓土山ルートマッ プ」地学 Lずはた 1号

PP.14" 17 (1 9 53) 

17) 小池 消「南関東町地質構造発達史」地球科学 3 4号

同ヲ.1-18 (1 9 5 7) 

18) 鈴木忠夫「静岡県安倍郡中河内川上涜流域自地質J (静大平総〕

要訳一地学 Lずはた 19骨PP.23 -31 (1 9 5 9 ) 

註横山氏は，文献{2J"p1 4 1において. r大井川式岩層と御坂式岩胞J

という 言葉を使っているが.御坂周は西八代庖群に連続することがわかり

筆者の対比も.西八代層群中町古関川l泉層と常盤累層と行っているので.

西八代式白名称を採用した。

一""-白色一
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